
町
民
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
唯

一
運
動
会
で
あ
る
だ
け
に
、

年
ぶ

8

り
に
会
っ
て
ハ
グ
す
る
光
景
も
見
ら

れ
た
。
あ
る

代
の
ご
婦
人
は
、「
震

60

災
後
一
度
も
会
っ
て
い
な
か
っ
た
人

に
会
え
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」

と
目
頭
を
押
さ
え
た
。

ま
た
、
村
上
義
孝
会
長
は
、
「
運

動
会
を
通
し
て
多
く
の
人
が
交
流
し

一
層
絆
が
強
く
な
れ
ば
、
末
崎
発
展

の
大
き
な
力
と
な
る
。
開
催
し
て
よ

か
っ
た
」
と
感
慨
深
げ
に
話
し
て
い

た
。新

調
し
た
優
勝
旗
を
手
に
し
た
の

は
、
総
合

位
の
碁
石
地
域
。
準
優

1

勝
カ
ッ
プ
は

位
の
峰
岸
地
域
が
獲

2

得
し
た
、

位
は
西
舘
地
域
で
あ
っ

3

た
。
入
賞
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

末
崎
町
公
益
会
（
新
沼
眞
作
理
事

長
）
で
は
、
末
崎
町
に
お
け
る
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
状
況
記
録
誌

を
発
刊
す
る
準
備
を
始
め
た
。

震

災
記
録
誌
は
、
被
災
状
況
を
写
真
で

後

援
大
船
渡
市
立
中
央
公
民
館

会

場
展
示
部
門

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

舞
台
部
門

末
崎
中
学
校
体
育
館

日

時月

日(

金)

～

日(

日)

11

2

4

展
示
部
門

日

時
～

時

2

(金)
12

16

日

時
～

時

3

(土)
9

16

日

時
～

時

分

4

(日)
9

12

30

舞
台
部
門

日

時

分
～

時

4

(日)
9

30

12

展
示
作
品
の
受
付
は

月

日

時
～

時

11

1

(木)
16

17

月

日

時
～

時

11

2

(金)
9

10

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
各
自
持
込

作
品
の
搬
出
は

日

時

4

(日)

12

40

分
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日

11

10

（土）時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お

困
り
の
方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で

下
さ
い
。

★「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

11

14

（水）
10

12

月

日

時~

時

11

28

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先
鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日

ま
で
に
連
絡
を
お
願

10

31

(水)

い
致
し
ま
す
。

末

崎

体

育

協

会

（

村

上

義

孝

会

長

）

は

、

日

、

末

崎

中
学

7

校

校

庭

に
お

い

て

、

年
ぶ

り

8

に
町

民

運

動

会

を

開

催
し

た

。

台

風

号

の
影

響

で

開

催

も
危

25

ぶ

ま

れ

た
が

、

温

帯

低

気
圧

に

か
わ

り

、

秋

晴

れ

の

運
動

会

日

和

に

な

っ

た

。

地

域

か

ら
集

17

ま

っ

た

、

お
よ

そ

千

人

の
町

民

が

競

技

に

熱

戦

を

繰
り

広

げ

16
た
。同

運

動

会

は
、

末

崎

村

時
代

に

は
じ

ま

り

、

今

年

で

回

を

65

数
え
る
。
東
日
本
大
震
災
後
は
、

小

・

中

学

校
校

庭

に

仮

設
住

宅

が

建
ち

、

運

動

会

を

行

う
場

所

は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。

災

害

公

営

住

宅

が

建

ち

、

高

台

移
転

促

進

事

業

に

よ

る
高

台

へ

の

住

宅

が

建

設

さ

れ
、

そ

れ

ぞ

れ

へ

の

移

転
が

進

む

中

で
、

運
動
会
の
開
催
を
望
む
声
が
あ
ち

こ
ち
で
き
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

町
民
に
と
っ
て
は
、
待
ち
に
待
っ

た
運
動
会
、
み
ん
な
体
い
っ
ぱ
い
太

陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、
生
き
生
き

と
競
技
に
参
加
し
て
い
た
。

 

末崎町の石碑・祠・神社(15)
お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 4

(4) 末崎町のお地蔵様は、次の箇所にあります。その 2
⑦ 細浦、長源寺境内、水子地蔵尊、1 体、立像、仏身 123 ㎝。
建立 昭和 60 年、建立者 寄付者御芳名板に女性 53 名の名前あ
り。
⑧ 中野、旧街道、平・中野境界、1体、座像。建立、文政 10年
（1844年）新沼屋、世話人、与藤太。
「新沼屋」は現在の屋号「しも」。「与藤太」は現在の屋号「後

田中」。屋号「しも」は、現在は内田の高台にありますが、昔は、
現在のお地蔵様の 100 ｍ位中野よりにあったといわれています。
⑨ 西舘、山根・泊里分岐点石碑群、1 体、船形石浮き彫。建立
年月等は不明。
⑩ 中森、麟祥寺境内、延命地蔵尊、1 体、立像。建立 昭和 54
年（1979年）、建立者 船元家 小松藤安。
延命地蔵尊について「広辞苑」では次のように載っています。

『延命利生を誓願とする地蔵菩薩。新しく生まれた子を護り、短
命・夭折を免れさせるという。』
⑪ 中森、麟祥寺境内、水子地蔵菩薩、1体、立像、仏身 150㎝。
建立、昭和 59年（1984年）、建立者 念佛講中女性 34名。
流産・死産・中絶した子を救い導く地蔵菩薩。

⑫ 中森、麟祥寺境内、地蔵菩薩、1 体、立像、仏身 160 ㎝。建
立年、建立者、不詳。

旧街道 平・中野境界のお地蔵様、座像（座像はめずらしい）

伝

え

る

と

と

も

に

実

状

（

事

実

）

を

数

字

で

、

文

字

で

正

確

に

記

載

し
て
、
「
地
震
・
津
波
の
恐
ろ
し
さ

を

後

世

に

残

す

た

め

」

に

編

纂

す

る

。

被

害

状

況

を

具

体

的

に

数

量

で

示

す

必

要

が

あ

る

と

こ

ろ

は

、

数

字

で

示

し

て

、

状

況

が

想

像

で

き

る

よ

う

に

す

る

。

ま

た

、

で

き

る

だ

け

平

易

な

表

現

で

分

か

り

や

す
く
す
る
と
の
こ
と
で
す

。

<

町
民
の
皆
様
に
お
願
い>

編
集
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
、

資

料

収

集

に

入

り

ま

す

の

で

、

お

手

元

に

震

災

に

関

わ

る

写

真

が

あ

れ

ば

、

ご

提

供

（

貸

与

）

い

た

だ

け

れ

ば

幸

い

で

す

。

ま

た

、

他

に

多

く

の

写

真

を

保

管

し

て

い

る

方

が

お

ら

れ

れ

ば

、

編

集

委

員

に

ご

紹

介

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

い
た
し
ま
す
。

<

編
集
委
員>

編
集
委
員
長

新
沼
眞
作

副
編
集
委
員
長

新
沼
紀
三

編
集
委
員

梅
沢

直

村
上
征
一

菅
原

均

大
和
田
初
男

菅
野

一

高
橋
雄
一

顧

問

佐
々
木
聖
雄

上

部

泉

ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
（

N
H
K

13

日
）
「
健
康
長
寿
の
秘
策
」
に
お

い
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、

「
運
動
よ
り
も
、
食
事
よ
り
も
、

読
書
が
大
事
」
と
い
う
こ
と
に
注

目
し
た
。

山
梨
県
は
健
康
寿
命
、
男
性
は
全

国

位
、
女
性
は

位
。
図
書
館

1

3

の
数
も
全
国

位
、
図
書
館
の
来

1

館
者
も
年
間

万
人
と
い
う
。
読

92

書
と
長
寿
の
関
係
を
み
る
と
、
読

書
す
る
人
の
方
が
、
し
な
い
人
に

比
べ
て
寿
命
が

年
長
か
っ
た
と

2

い
う
の
で
あ
る
。
読
書
で
知
的
な

刺
激
を
受
け
る
か
ら
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
る
。
「
心
が
動
く
と
、
体
が

動
く
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
読

書
に
よ
っ
て
、
思
い
・
感
じ
（
感

銘
を
う
け
て
）
、
自
分
も
そ
う
あ

り
た

い

と

思

い

行

動

に

移
し

て

い

く

こ

と

も
効

果

を

も

た

ら
し

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
子
供
の
時
、
し
っ
か
り

教

育

を

受

け

る

と
、

認

知

症

に

な

り
に

く

い

と

い

う

。

今
や

4

人

に

人

が

認

知
症

に

な

る

と

1

い

わ
れ

る

。

こ

れ

か

ら

で
も

遅

く

な

い

か

ら

本

を
手

に

と

っ

て

み

よ
う

。

子

供

や

孫

に

は
で

き

る

限

り

読

書

を

進
め

よ

う

。

未

来

あ
る

子

供

た

ち

だ

か

ら
。

そ

し

て

日

本

を

背

負
っ

て

も

ら

う

子
供
た
ち
だ
か
ら
。

★
「
第

回
（
平
成

年
度
）

23

30

末
崎
町
民
文
化
祭
」
開
催

趣

旨
町

民
の

文
化
活
動
推
進

の
一

環
と
し
て
、
幼
児･

小･

中･

高
校

生
、
一
般
の
文
化
交
流
を
深
め
、

心

豊

か

に

暮

ら

せ

る

地

域
社

会

の

形

成

に
役

立

て

る

た

め

、
町

民
文
化
祭
を
開
催
す
る
。

町
民
運
動
会

年
ぶ
り
開
催

8

末
崎
町
震
災
記
録
誌
の

発
刊
に
つ
い
て

健
康
寿
命
の
秘
策

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第２８７号

平成３０年１０月２２日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


